
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間発出元 → 発出先

移動等円滑化に関する好事例・先進事例の共有

参考資料３



移動等円滑化に関する好事例・先進事例の共有について
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○当事者団体からの紹介

日本スポーツ振興センター：新国立競技場整備事業におけるユニバーサルデザインワークショップ

成田国際空港株式会社：成田国際空港における当事者参加を前提としたUD推進体制の構築

全日本空輸株式会社：発達障害のある人のための空港&搭乗体験ツアーin成田空港

東京空港交通株式会社：エレベーター付リムジンバス 等

○各地域分科会における紹介

東北：仙台市交通局「地下鉄東西線の建設初期から当事者意見の反映」、

（一社）山形バリアフリー観光ツアーセンター「車椅子によるパラグライダー体験フライト」

関東：運輸局「ＵＤタクシーの事業者向けセミナーの開催」、東急電鉄（株）（バリアフリー連携アプリ等）

近畿：明石市「手話フォン」、西日本旅客鉄道（株）「みどりの券売機プラス」

中国：センサリーフレンドリー映画上映事例、クワイエットアワー実施事例

四国：高松市「たかまつユニバーサルデザインマップ」、

とさでん交通（株）「車椅子対応可能バス停マップ」

九州：西日本鉄道（株）「街なか手助けサポートプロジェクト「たすけっと」の取組紹介」 等



新国立競技場：日本スポーツ振興センター

新国立競技場整備事業におけるユニバーサルデザインワークショップについて

○「新国立競技場の整備計画」（平成27年8月28日関係閣僚会議決定）において
「世界最高のユニバーサルデザイン」を基本理念の一つに掲げている。

○「業務要求水準書」において、「設計から施工段階において、高齢者、障害者団
体及び子育てグループ等の参画を得てユニバーサルデザインワークショップを
開催し、関係者の意見を集約した上で業務を進める。」と記載されている。

○新国立競技場整備事業の事業者である大成建設・梓設計・隈研吾建築都市設
計事務所共同企業体において、車椅子使用者、高齢者、子育てグループ等の
１４団体により構成されるユニバーサルデザインワークショップを開催した。

○設計図による検証に加え、世界最高のユニバーサルデザインを導入したスタジ
アムとするため、実物大の検証模型やサンプル等も用いてワークショップで細部
にわたり確認と検証を行うことで、障害者団体等の要望等にも配慮した。

・３層ｽﾀﾝﾄﾞの車椅子席を、各階にﾊﾞﾗﾝｽ良く分散。
・外部階段の横に、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰやｽﾛｰﾌﾟを増設。
・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの扉幅を車椅子使用者が出入りしやすいよう拡幅。
・外部に補助犬ﾄｲﾚを増設。
・ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ内のﾎﾞﾀﾝ配置を視覚障害者が認識できるJIS-S0026に準拠。
・外部ｴﾚﾍﾞｰﾀｰをｱｸｾｽしやすいよう交差点付近に位置を移動。
・ｽﾀﾝﾄﾞ縦通路の段差部分を視覚障害者が認識しやすい色分け。
・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ扉側に車椅子使用者が鏡越しに確認できるよう階数表示器を設置。
・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの階数ボタン全体が乳白に点灯するとともに触知ｻｲﾝのｻｲｽﾞを改善。
・ｱｸｾｼﾌﾞﾙﾄｲﾚについて、各機器の配置と操作性について改善。
①ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱｸｯｼｮﾝ設置、②手摺の視認性が向上する色に改善、③一般ﾄｲﾚ大型ﾌﾞｰｽ内の便器に子供用便座設
置、④便器の高さを座りやすい高さに改善、⑤ﾄｲﾚ内の手摺、ﾌｯｸの形を丸く改善、⑥ｵｽﾄﾒｲﾄの方の器具が置き
やすい棚の大きさに改善 等

ユニバーサルデザインワークショップの意見を踏まえ改善した主な項目
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パース・写真：大成建設・梓設計・隈研吾建築都市設計事務所JV作成／JSC提供

エレベーターの実物大の検証模型



成田国際空港株式会社

成田国際空港における当事者参加を前提としたUD推進体制の構築
2017年5月に障害者、有識者、空港関係者などで構成される「成田空港UD推進委員会」を設立し、当事者参加
による現場視察等を踏まえて空港における課題を明確にしたうえで、UDに関する基本的な考え方や取組の方
向性等について検討を進め、2018年4月に成田空港のUDに関する取り組みを推進するための指針となる「成田
空港ユニバーサルデザイン基本計画」と、それに基づいて2020年までに実施する具体的な取組を決定した。

主な取組
・発達障害者への対応 （搭乗体験プログラム カームダウン・クールダウン用スペース設置 等）
・トイレのユニバーサルデザイン化（多機能トイレの機能分散・異性介助等のニーズへの対応）
・人的支援のさらなる充実（全ての空港スタッフ向けの障害理解・基本的な接遇研修）

カームダウン・クールダウン用
スペース設置

全ての空港スタッフ向けの
障害理解・基本的な接遇研修

主な取組

多様なお客様が安全・安心・快適に利用できる空港

「様々なバリアをなくすこと」によって、お客様の旅行機会の創出・増加を実現

当事者参加を前提とした
プロセスの重視

理念の策定や取り組みの検討・具
体化・評価・改善の各段階への継
続的な当事者参加
空港利用に関する当事者ニーズの
把握

障害者 有識者

空港事業者

多様なお客様の
個別のニーズへの対応

ハードだけでなく、ソフトの取り組み
を組み合わせた総合的な対応
より多くのお客様が「問題なく利用で
きて」（アクセシビリティの向上）、
「より使いやすい」（高いユーザビリ
ティ）施設やサービスの実現

ハード
（施設等の改修）

ソフト
（人的支援・情報提供等の充実）

＋

スパイラル
アップ

継続的・横断的な向上を
図る仕組みの構築

ノウハウ
（技術・人材）

連携

定期的な評価とその結果を
踏まえた改善（スパイラル
アップの実施）

ニーズや技術的な仕様等の
データベース化や、UD視
点を持った人材の育成によ
るノウハウの蓄積

切れ目のないサービス提供
に向けた事業者間の連携
強化
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全日本空輸株式会社

発達障害のある人のための空港&搭乗体験ツアーin成田空港

「発達障害」は見た目には分からない障害であり、予想外のことが
発生したときにパニックに陥ることもあるため、飛行機を利用した
移動を諦めてしまう実態もある。
飛行機を利用した移動を想定し、空港・飛行機を事前に体験
できるプログラムを開催。
「案内カウンター」「搭乗手続き」「保安検査」「機内への搭乗」
「着席」「降機」の一連の流れを体験。

成田国際空港株式会社とANAの共催、一般社団法人日本発達障害ネットワーク監修
2018年1月14日、2019年1月14日、成田空港で開催

クールダウン・カームダウン
のためコージルームを設置

事前予習のための冊子
「そらぱすブック」の配布、

動画の配信

ツアー当日の人的サポート

成田国際空港株式会社により設置
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東京空港交通株式会社

エレベーター付リムジンバス
・世界でも例のないエレベータ付リムジンバスを営業用バスとして国内初導入。

・平成30年12月より営業運送開始（東京シティエアターミナル～羽田空港国際ターミナル）。

～ 主な特徴 ～
・新たな車椅子での乗降方式を採用

エレベーター装置を車内に設置

⇒ 客室開口部が小さく雨風の影響が少ない

⇒ 車内での垂直昇降により利用者の安心感を向上

エレベーター部への乗降は、スロープ板を使用

⇒ 停留所では省スペースで円滑な乗降が可能

・エレベーター及び車椅子固定方式の改善により、乗降に係る所要時間を短縮

・エレベーター下に、手荷物収容スペースを確保
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車椅子によるパラグライダー体験フライト（東北）、バリアフリー連携アプリ等取り組み（関東）

（一社）山形バリアフリー観光ツアーセンター
「車椅子によるパラグライダー体験フライト」
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ＵＤタクシーの事業者向けセミナーの開催（関東）

○日時：平成３１年３月１５日（金）13:30～16:30
○場所：関東運輸局
○主催：関東運輸局・交通エコモ財団

○内容
・ 交通エコモ財団からバリアフリー動向に関する講演
・ 運輸局から改正バリアフリー法の説明
・ ＤＰＩ日本会議工藤様から障害当事者の立場からの講演
・ タクシー事業者による取組事例発表
・ 神奈川トヨタ自動車株式会社による車いす搭乗方法のデモンストレーション

ユニバーサルデザインタクシーによる車いす利用者の乗車を拒否する事案が発生しており、関東運輸局では、
こうした状況を踏まえ、タクシー事業者を対象とした、実車を用いた車いす搭乗方法のデモンストレーションを含
むセミナーを開催

開催概要

開催趣旨

・メーカー、ディーラー、タクシー業界が連携し、優れた取り組みの共有
・会社内におけるバリアフリーに対する意識向上、車いすの方の乗車技術の更なる向上

様々な利用者に対するタクシーの利用しやすさの向上

効果

JPNタクシーのスロープ組立デモ

車いす利用者による乗車体験
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